
令和７年 第２回森町教育委員会会議録 

日  時：令和７年２月１７日（月）１４：１５～ 

場  所：森町福祉センター（森町公民館） １階 大会議室 

出席委員：毛利教育長・三輪委員・長瀬委員・古川委員 

出 席 者：坂田学校教育課長 

     藤嶋学校教育課参事 

     名生学校教育課参事 

     須藤社会教育課長（兼）森町公民館長（兼）図書館長 

     木村体育課長（兼）体育館長（兼）青少年会館長（兼）生涯学習課長 

     敦賀森町学校給食センター長 

     吉田学校教育課学校教育係長 

     西川学校教育課総務係長 

     石井学校教育課総務係主事 

署名委員：三輪委員・長瀬委員 

協議事項：議案第１号 教育行政執行方針について 

     議案第２号 令和６年度一般会計補正予算について 

     議案第３号 令和７年度一般会計予算について 

     議案第４号 令和６年度森町顕彰条例に基づく顕彰の決定について 

     議案第５号 公の施設に係る指定管理者の指定について（森町ふれあいの森） 

 

（毛利教育長） 

 本日少し長丁場になりますけれども、３時半には町長が見えるので、町長交えた総合教育

会議ということで引き続きよろしくお願いいたします。只今から令和７年第２回森町教育

委員会を開催します。会議に先立ちまして、会議録署名委員の指名を行います。本日の会議

録署名委員に三輪委員と長瀬委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

まず私の主な行政報告ということで、１ページを開いてください。最低限のところだけ触

れたいと思います。１月２８日鷲ノ木遺跡整備委員会という記載がありますけれども、年に

複数回整備委員会を開いて、状況としては後ほど社会教育課長の方から触れますけれども、

いよいよ今年工事に着工して公開に向けた姿、そこに向けて動き出したいということでこ

の整備委員の皆さんの声を聞きながら進めてきているところです。それから１月２９日と

２月１４日に人事協議という言葉がありますが、これは学校職員の方の人事の協議を継続

的に行ってまして、結果については例年に倣って、これ渡島管内でいろいろコントロールし

て決めるものですから、皆さんの方には報告という形で３月４日にお伝えしたいと思いま

す。それから９日冬季スポーツフェスティバルは昨年より若干少なかったんですけども非

常に雪に恵まれて、盛大に行われました。それから１０日には教育委員の皆さんの施設の視

察ということで回って頂きました。ありがとうございました。そして本日１７日教育委員会



を迎えております。以上行政報告です。何か深く聞きたいことがあれば、お願いします。よ

ろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、それでは協議事項に入ります。議案第１号「教育行政執行方針について」です。こ

れは私の方で読み上げますので、よろしくお願いします。議案第１号「教育行政執行方針に

ついて」このことについて、次のとおり森町議会に提出しようとする。３ページから主なも

のになります。 

 

令和７年度 教育行政執行方針 

 

Ⅰ はじめに 

令和７年第１回森町議会３月会議にあたり、本年度の森町教育委員会所管行政の執行に

関する主要な方針を申し上げます。少子化・高齢化の進行や混迷するグローバル情勢、気候

変動に伴う自然災害の激甚化、また産業への深刻な影響、生成ＡＩなどデジタル技術の発展

などが相まって、社会や経済の先行きに対する不確実性が高まっています。人々が希望に向

かい、事態を前進させる考え方や行動が必要です。激しい変化が止まることのない時代にあ

って、生涯にわたって主体的に学びを続け、自己の人生を導く力を身に付けることの重要性

が増しています。いろいろな場で異なる価値観をもつ多様な人たちと対話を行い、互いの発

想や新たな発想を受け入れ、協働の姿勢で課題を解決する体験を重視し、人々が成長し、う

るおいのあるまちづくりを目指すことが大切です。森町教育委員会は、生涯にわたって学び

続けられる環境を整え、町民の皆様が、多様な人とつながり合い、学び合いながら、幅広い

知識と教養を身につけ、人格を形成し、「社会の創り手」として活躍できるよう、教育・人

づくりに取り組みます。 

 

Ⅱ 幼児教育・学校教育推進の基本姿勢 

教育の目的は一人一人の人格の完成および平和で民主的な社会の形成者として必要な資

質を育むことにあります。次代を担うこどもたちは、グローバル化や情報化の進展により大

きく変化し続けるこれからの社会を生きます。生涯にわたって主体的に学び続け、異なる価

値観をもつ多様な他者と対話を行い、互いを尊重しながら協働する体験が重要です。このこ

とを踏まえて幼児教育・学校教育を進めてまいります。 

 

Ⅲ 幼児教育・学校教育の主要な施策の展開 

１ 学び続ける力を育む教育の推進 



心豊かに一人一人の可能性を伸ばすには、基礎的・基本的な知識および技能の習得と、思

考力、判断力、表現力等を育成することが重要です。これらの力を育成するには、主体的・

対話的で深い学びの実現が重要です。各幼稚園、各学校の教育課程は、世界的な視野、地域

とのつながり、未来につながる指向をもちながら整理をすることが肝要です。各幼稚園、各

学校は、特色と課題を明確にし、教育課程の不断の編成、実施、評価、改善に努める必要が

あります。教育委員会は、その確実なサイクルの中で、こどもが学び続ける力を育むよう支

えます。幼児期は生涯にわたる人格形成の基礎を培う時期です。教育に携わる幼稚園教諭の

研修の機会を創出し、力量形成を図ります。また、小学校との接続が一層スムーズになるよ

う連携の充実を図ります。小中学校管理職および教諭の様々な研修は、力量形成に必須の要

素であり、引き続き積極的な参加を奨励し、よりよい学校経営に資するよう支援します。特

別支援教育の充実に向けて、丁寧な教育相談に努め、より相応しい学びの場の実現を目指し

ます。各学校の必要性に応じて特別支援教育支援員を配置し、効果的な支援体制の整備に努

めてまいります。また、多様な教育的ニーズに対応するため、通級指導教室や特別支援学級

など、学びの場の充実に努めるとともに、特別支援教育におけるＩＣＴの利活用を進めてま

いります。医療的ケアが必要な児童生徒が少しでも安心して学校生活を過ごせるよう、対象

の学校に対し引き続き看護師を派遣いたします。 

 

２ 豊かな心と健やかな体の育成 

こどもたちの健やかな心身の成長は極めて大切です。豊かな心を育むために、生命の尊重

や他者への思いやりをはじめ、価値を学び、考え、選択する道徳教育を進めます。また、情

報および情報機器等の扱いについては、定まった行動規範やルールを決めるだけではなく、

行動の善悪を自分で判断できる力を身につけることを重視します。最近は、こどものネット

依存、ゲーム障害や健康被害、ネットトラブルの被害者、加害者に簡単になり得ることが懸

念されます。引き続き「情報モラル教室」を開き、危機意識の啓発に努めてまいります。ま

た、学校と関係機関や団体が連携し啓発する機会を奨励します。読書は様々な人との出会い

と考えます。学校等における読書活動の工夫と家庭での読書の啓発に引き続き努めます。ま

た、学校図書館環境等について町立図書館司書と連携し、改善と充実を図ります。「いじめ」

や「不登校」など、こどもたちを取り巻く様々な問題については、定期的なアンケート調査

や随時の教育相談により、未然防止・早期発見に努めます。関係部署や関係機関との連携・

協働や、スクールカウンセラー等の助言等を生かして、早期解決に向けた支援を継続して行

い、こどもたちの心身の健全な育成や安定した教育活動を推進します。学校においては、校

内教育支援センターなどの機能を活用し、こどもたち一人一人に寄り添った支援を行いま

す。また、ＩＣＴを活用した効果的な支援も引き続き実施します。こどもたちが安心して学

び、成長できる環境を整えてまいります。児童虐待に対しては、関係機関との迅速な連携に

努め、児童虐待の早期発見やこどもの安全を確保してまいります。「子どもへの暴力防止プ

ログラム」として、こどもたちが、いじめ、痴漢、虐待、性暴力から自分を守るための人権



教育プログラムを引き続き実施いたします。学校安全については、一日防災学校などそれぞ

れの学校の状況に対応した実践的な防災教育を実施し、正しい知識と適切な行動を身につ

けさせ、自ら命を守る意識を高めるよう取り組みます。学校給食については、衛生管理を徹

底し、安全安心で栄養バランスに配慮した給食の提供に努めるとともに、森町の地場産物を

活用し、地域の自然や食文化・産業等への理解、自然の恵みや命の大切さ、生産者への感謝

の気持ちなどを深め、ふるさとを愛する心を育んでまいります。食に関する正しい知識と望

ましい食習慣の定着を図る食育指導を引き続き進めてまいります。食物アレルギーの対応

については、栄養教諭を中心に家庭と連携して進めてまいります。給食費については、小学

生・中学生の給食費を無償化し、子育て世帯の負担軽減を図ってまいります。収納対策につ

いては、取り組みを継続し、滞納繰越分の圧縮を図ってまいります。 

 

３ 時代に対応する学校づくり 

令和６年度に導入したＡＩ型ドリルおよび電子黒板は、個別最適な学びや協働的学びの

実現につながっております。引き続き、「新しいかたちの学びの授業力向上推進事業」を実

施し、各学校の好事例を共有し利活用の促進を図るとともに、より一層ＩＣＴを活用した主 

体的・対話的で深い学びに向けた授業力向上に取り組みます。ＩＣＴ教育の一層の充実を目

指し、教職員を対象に基礎研修および応用研修を行い、より効果的な活用を図り、質の高い

学びを深めてまいります。ＡＬＴ（外国語指導助手）を継続して複数配置し、小学校から中

学校まで生きた英語教育を実践し、豊かな国際感覚が育まれるよう支援します。教師が心身

ともに健康な姿でこどもたちの前に立つことを目的に、学校における働き方改革を推し進

めます。校務支援システムの効果的な運用を目指し、活用に関する支援を続け、業務の軽減

を図り、学校経営の改善や教育の質の向上につなげてまいります。現在、学校でのＩＣＴ利

活用は、森町セキュリティポリシーに準拠しておりますが、インターネット側での使用や教

職員の在宅ワークが可能となる森町教育委員会セキュリティポリシーを策定いたします。

学校長の裁量による予算執行により、学校の自立度を高め、より特色ある学校づくりを促し、

児童・生徒の関心を高める教育課程の編成を目的に、「森町特色ある学校づくり推進事業」

を実施いたします。砂原地区については、さわら小学校および砂原中学校の児童・生徒とも

に減少傾向にあり、義務教育学校化を検討してまいります。義務教育学校は一人一人のこど

もを９年間の長いスパンで育む形態で、幅広い相互関係を土台に、体験的・協働的な活動や

地域とのつながりを充実する教育課程が期待できます。地域クラブ活動と学校部活動のあ

り方については、森町の状況に応じた進め方が肝要です。「森町地域クラブ活動検討協議会」

を中心に、地域クラブの展開について検討・協議・啓発を進めます。必要な指導者資格取得

等について支援し、環境が整う団体については順次クラブ化を実施してまいります。教職員

が客観的に自身のストレスの程度や状況を把握できるようストレスチエックを実施いたし

ます。教職員の不祥事根絶に向けて、服務規律順守や不祥事防止に関する資料を活用した職

場研修を継続し、教育公務員の責任と自覚を高め、学校教育への信頼を損なうことのないよ



うに努めてまいります。学校施設警備をより安全に行うため、機械警備を更新し、宿日直対

応を行っている森小学校を含め、全ての小中学校で機械警備体制を整備します。森高等学校

については、高性能パソコンの導入、撮影・動画編集などで使用する機器の整備、ＩＴ人材

育成プログラム、森高等学校の活動を幅広く知ってもらうための町行事への協力、商品開発

の実施など、高校の魅力化を図る事業等に対し支援してまいります。また、森高等学校の生

徒に寮を設置し運営する事業者に対し、運営経費の一部を支援してまいります。 

 

４ 地域全体でこどもたちを守り育てる体制づくりの推進 

こどもたちの安全と安心を守るために、計画的・効率的な長寿命化を図る学校施設等の整

備を引き続き進めてまいります。森小学校、さわら小学校、砂原中学校については、冷房設

備の設置工事を実施いたします。森中学校長寿命化改修工事については、令和２年度から３

年度にかけて「森中学校校舎・屋体改修工事調査設計業務委託」として施設劣化状況調査や

工事内容の比較検討資料の作成等を実施したところですが、町内全ての学校の耐震化が完

了するまでに時間を要し、その間、外的環境も大きく変化しているため基本設計の見直しを

実施いたします。森中学校スクールバスについては、老朽化していることから車両の更新を

行います。なお、更新にあたっては、生徒数を考慮し小型化いたします。町内の老朽化した

教員住宅については、計画的に解体撤去工事を実施しております。令和７年度は、森川地区

１棟１戸を実施いたします。学校運営協議会は学校と地域をつなぐ重要な機関です。地域と

の連携や協働について学校運営協議会の活性化を推し進めてまいります。通学路の安全確

保と登下校の見守り活動、不審者対策等については、地域や関係機関との連携により、予防

や点検活動に努めてまいります。 

 

Ⅳ 社会教育推進の基本姿勢 

「第４次森町社会教育振興中期計画」に基づき、町民の皆様が生涯を通じて自ら学び、多

様な人たちとつながり合いながら、豊かで健やかな生活が送れるよう、ニーズを踏まえた学

習機会・情報提供の充実を図り、魅力ある社会教育の推進に努めてまいります。 

 

Ⅴ 社会教育推進の主要な施策の展開 

１ 豊かな心とうるおいのあるまちを目指した社会教育の推進 

町民の皆様の心豊かで生きがいのある生活に資するため、行事等の評価を行いながら、学

び合いつながり合う魅力的な社会教育の推進に努めてまいります。少子化をはじめとした

家庭を取り巻く環境の変化に対応し、子育てに関する多様な学習機会を奨励するなど、家庭

教育の充実に努めます。地域資源を活用した体験活動、異世代間交流や異文化交流につなが

る活動を奨励し、青少年の社会性やボランティア精神、郷土への愛着と誇りを育み、社会へ

の参加やまちづくりへの積極的な参画を支援してまいります。二十歳を迎える方々の門出

を祝すとともに成人の自覚を深めるため、参加しやすい成人式の開催に努めてまいります。



女性や高齢者の多様なニーズをとらえ、高齢化社会に即した学習機会や気軽に参加できる

事業の工夫、高齢化・固定化しつつある各種団体への支援と育成に努めてまいります。 

 

２ 地域に開かれた文化・芸術活動と郷土文化の推進 

文化・芸術活動は、人にゆとりとうるおいをもたらし、心豊かな生活の源泉となることか

ら、文化協会や各種団体・サークルと連携した事業や発表・展示の場の機会創出を図ります。

サークル団体等に加え、個人での自主的活動が促進されるよう支援するとともに、質の高い

優れた文化・芸術を幅広い世代に提供できるよう努めてまいります。森町とゆかりのある静

岡県森町、青森県外ヶ浜町との友好親善については、交流内容や方法の検討を進めながら継

続してまいります。文化財の保護については、有形・無形の文化遺産を次の世代に継承して

いくために、調査および保存と活用を進めるとともに、文化財の価値や内容について、発掘

調査事務所を利用した展示や遺跡見学会、文化財講座、デジタル技術を活用した提示などを

通じて、広く町内外へ発信してまいります。国指定史跡鷲ノ木遺跡については、文化庁との

協議を継続しながら、保存と公開を目的とした具体的な整備を進めてまいります。また、世

界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」の関連資産となる鷲ノ木遺跡の見学機会の確保に努

めるとともに、引き続き追加登録を目指し継続した取り組みを進め、受入体制の整備にも取

り組んでまいります。 

 

３ 町史の編さん 

森町と砂原町が合併し２０周年となるのを機に、「新森町史」の編さん構想に着手し、発

行年度や編さん内容等について検討を進めてまいります。 

 

４ 幅広いニーズに応える生涯学習拠点施設の充実 

公民館は、地域活動や各種団体、サークル活動の拠点であると同時に、町民の皆様が生涯

を通じて自ら学び、多様な人たちと学び合い、つながり合う生涯学習の拠点施設となるもの

です。公民館・役場庁舎を軸とした複合施設建設の検討を進めているところですが、既存の

社会教育施設の老朽化が進んでおり、適切な維持と運営を心掛けてまいります。各種講座・

サークル活動については、参加者の高齢化や減少が進んでいることから、町民の皆様の学習

ニーズを的確にとらえ、楽しく安全に学ぶことができるよう、ライフスタイルに合わせた講

座の企画・運営や情報発信に努めるとともに自主的な学習や各種団体・サークル活動の支援

を強化してまいります。 

 

５ 図書館機能の充実による読書活動の推進 

読書活動は、町民一人一人の学びを支援し、うるおいのある生活を育む一助となるもので

す。森町の地域資料を始め、一般図書の蔵書管理について図書館システムを活用し、利用者

の方の利便性向上と、見やすく分かりやすい図書情報の発信に努め、図書館運営の工夫を図



ってまいります。図書に親しむきっかけや自ら学ぶことができる環境づくりのため、ブック

スタートの取り組みや幼稚園・学校・関係機関と連携した事業の実施とともに、「第４次子

どもの読書活動推進計画」を基に、児童図書の充実、移動図書配本事業を継続します。また、

幼稚園や学校と図書館司書との連携を図り、こどもたちの感性や情操を育んでまいります。 

 

６ 健全な心身を育てるスポーツ活動の推進 

近年、健康や体力づくりへの関心が高まるなか、町民の皆様が生涯にわたって心身ともに

健やかな日々を過ごせるよう、誰もがスポーツを気軽に楽しむことができる環境づくりに

努め、森町スポーツ協会や森町スポーツ推進委員会の協力を得ながら各種大会やスポーツ

教室を企画し、スポーツの振興に努めてまいります。所管する社会体育施設については、利

用者が安全に施設を利用できるよう定期的な点検を行い施設整備等の必要性を見極めなが

ら、適切な維持管理と保全に努めてまいります。少年スポーツについては、次代を担うこど

もたちが、スポーツを通じて異年齢と交流しながら団体活動を行うことで、心と体が健全に

育まれる機会となるよう、スポーツ少年団活動等への奨励・支援に取り組んでまいります。

高齢者スポーツについては、高齢化の進行を踏まえ、健康で生きがいのある毎日を送りなが

ら健康寿命の延伸につながるよう、老人クラブ連合会等と連携を図りながら、軽スポーツの

普及・促進に努めてまいります。 

 

Ⅵ 結び 

「人生１００年時代」と言われています。こどもたちがこれから歩む未来、そして私たち

大人がどのように生きるか、長い人生を豊かに過ごすためには、「学び」が最も大切だと考

えます。かつては、学びが学校の中で終わり、社会に出たら自分の環境に関連する専門的な

学びに没頭してきました。しかし、社会は日々変化しており、新しい技術や情報がどんどん

出現しています。変化の激しさが増す中では、学び続ける必要性が高まります。人生１００

年時代のマルチステージには、節目に応じた学び直しの機会も必要です。学びは、単に知識

やスキルを身につけることだけではなく、問題解決能力や、柔軟な考え方、人間関係を築く

力など、人生のあらゆる場面で役立つ力を育むものです。このような力を身につけるために

は、自らが活動を通し、多様な人たちとつながり合い、学び合うことが必要です。一人一人

が体験によって感じ、考え、学ぶ活動です。こどもたちには、未来に対し希望を持ち、積極

的に新しい挑戦に向かっていく力を身につけてほしいと願います。そのため、一層の公教育

の充実を目指したいと考えます。私たち大人も、学びを続けることで、新しい可能性の発見

につながります。森町の皆様が、積極的かつ自律的に学び続け、共に成長する環境づくりを

目指したいと考えます。教育はどんな時代でも変わらず大切です。地域全体でこどもたちを

育て、様々な活動を通して共に学び合い、互いに支え合うことが、森町の未来を築くのだと

思います。森町教育行政の執行について、町民の皆様ならびに町議会議員の皆様のご理解と

ご協力を心からお願い申し上げます。 



 

 以上です。協議事項なのでもし皆さんから「これはどういうことか」などございましたら、

お願いします。最近は「自ら」や「自立」など教育界では一層叫ばれるようになっており、

それから「尊重」、相手の尊厳を認めるという部分など、そこを軸に組み立てた方が良いの

ではないかということで、前にも増して一層強くなってきている気がしています。そういっ

た意図も汲みながら作成しました。よろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、ありがとうございます。それでは議案第２号に移ります。議案第２号「令和６年度

一般会計補正予算について」です。 

 

（坂田学校教育課長） 

 議案第２号「令和６年度一般会計補正予算について」ご説明いたします。町長に対し、議

案作成方、意見の申出をしようとするものでございます。この補正予算につきましては、第

１２回目となるものでございます。 

歳出についてご説明いたします。１７ページをご覧願います。款１０教育費、項１教育総

務費、目２事務局費、１８ページ節７報償費９０千円の増額につきましては、森町顕彰条例

表彰候補者が多くなったことから記念品代として補正予算計上するものです。節１８負担

金補助及び交付金１，１５０千円の減額につきましては、静岡県森町との友好親善交流事業

の執行額精査によるものでございます。１９ページ項２小学校費、目１学校管理費、２０ペ

ージ節１０需用費の燃料費１，３５７千円の増額につきましては、予算額では不足する見込

みであることから補正予算計上するものです。修繕料５８３千円の増額につきましては、森

小学校のボイラー室ラインポンプ等を交換修繕するため補正予算計上するものです。節１

２委託料１５３千円の増額につきましては、森小学校の日直・宿直業務委託日数が増加する

見込みであるため、補正予算計上するものです。２１ページ項３中学校費、目３学校建設費、

２２ページ節１２委託料１３５千円の減額及び節１４工事請負費５，６００千円の減額に

つきましては、砂原中学校体育館改修工事施工監理業務委託及び改修工事それぞれ執行額

精査によるものでございます。学校教育課の説明は、以上でございます。 

 

（毛利教育長） 

 はい、区切っていきますので、まず学校教育課について皆さんからご質問等あればお願い

します。よろしいでしょうか。 

（教育委員一同「はい」の声） 

 



（毛利教育長） 

 はい、それでは続いて社会教育課お願いします。 

 

（須藤社会教育課長（兼）森町公民館長（兼）図書館長） 

 はい、それでは社会教育課、公民館、図書館の関係についてご説明いたします。まず歳入

についてご説明いたします。１５ページをお開きください。款１８寄付金、項１寄付金、目

３教育費寄付金、節３社会教育費寄付金５千円の増額につきましては、文化センター建設基

金への寄付金がありましたので、増額補正しようとするものです。 

歳出についてご説明いたします。２３ページをお開きください。目１社会教育総務費４８

８千円の減額をしようとするものです。２４ページをお開きください。節１０需用費の修繕

料１０千円の増額につきましては、鷲ノ木史跡公園会館の水道管の不具合により、上水道の

供給ができなくなったことから、修繕対応しようとするものです。節１８負担金補助及び交

付金の「５０８森町ＰＴＡ連合会補助金」及び「５１５静岡県森町交流事業補助金」は、ど

ちらも事業執行に伴う精査のため、合わせて５１４千円の減額をしようとするものです。 

節２４文化センター建設基金積立金の１６千円の増額につきましては、さきほど歳入で説

明しました寄付金額に合わせ、利息額を加えた額を基金積み立てするために増額補正しよ

うとするものです。２７ページをお開きください。目２公民館費５５万円の増額をしようと

するものです。２８ページをお開きください。節１０需用費、細節２燃料費４３万円と細節

５光熱水費１２万円の増額につきましては、森町公民館の暖房用の灯油と電気料金に不足

が見込まれるため増額補正しようとするものです。３１ページをお開きください。目３図書

館費７９千円を減額しようとするものです。３２ページをお開きください。節１１役務費細

節１保険料について、事業執行による精査のため、２千円の減額補正をしようとするもので

す。節１７備品購入費につきましても、事業執行による精査のため、７万７千円の減額補正

をしようとするものです。３３ページをお開きください。目４文化財振興費１３５千円の減

額をしようとするものです。３４ページをお開き願います。節７報償費は事業執行による精

査のため５万円を減額しようとするものです。節１０需用費の細節５光熱水費は、発掘調査

事務所の電気料に不足が見込まれるため、１１３千円の増額をしようとするものです。節１

２委託料の細々節「５２１見学会バス等運行業務委託料」１６５千円の減額と、節１３使用

料及び賃借料３３千円の減額は、事業完了に伴う精査のため減額補正しようとするもので

す。説明は以上でございます。 

 

（毛利教育長） 

 はい、以上社会教育課の説明でした。これは光熱費は値上がりによるものですか。 

 

（須藤社会教育課長（兼）森町公民館長（兼）図書館長） 

 値上がりもそうですね。また公民館はある程度利用率や回数によります。 



 

（毛利教育長） 

 やっとコロナが明けてきたという感じがしますね。その他委員の皆さんからよろしいで

しょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、それでは次は生涯学習課、体育課の説明です。 

 

（木村体育課長（兼）体育館長（兼）青少年会館長（兼）生涯学習課長） 

 続きまして生涯学習課及び体育課に係る説明をいたします。まずは生涯学習課に係る内

容をご説明いたします。資料２６ページをお開きください。社会教育総務費についてですが、

節７報償費６６千円、節１０需用費、印刷製本費２３千円の減額につきましては、いずれも

事業執行に伴う精査のための減額補正となっております。同じく節１０需用費、光熱水費の

５千円につきましては、森町郷土館の電気料について今後の使用量を見込み不足分を増額

補正するものであります。続いて節１８負担金補助及び交付金、外ヶ浜町交流事業補助金 

２４７千円の減額につきましては、事業執行に伴う精査のための減額補正となっておりま

す。続いて３０ページをお開き願います。公民館費についてですが、節１０需用費、光熱水

費の５０千円につきましては、砂原公民館の電気料について今後の使用量を見込み不足分

を増額補正するものであります。同じく節１０需用費、修繕料１４７千円の内容についてご

説明いたします。森町砂原公民館機械室配管修繕３８，５００円につきましては、機械室設

置の空調設備配管から漏水が発生しているため、配管修繕を行おうとするものです。続きま

して、森町砂原公民館ボイラー配管サイレンサー漏水修繕１０７，８００円につきましては、

砂原公民館に設置している暖房用ボイラーの配管サイレンサーから漏水が発生しているた

め、修繕を行おうとするものです。 続きまして節１２委託料、電気保安業務委託料３４千

円、特定建築物定期報告調査業務委託料５５千円、特別清掃業務委託料１１４千円、電気暖

房制御装置管理委託料 １１千円の減額につきましては、いずれも事業執行に伴う精査の

ための減額補正となっております。続いて３８ページをお開き願います。保健体育総務費に

ついてですが、節７報償費１５千円の減額につきましては、事業執行に伴う精査のための減

額補正となっております。続いて４２ページをお開き願います。体育施設費についてですが、

節１０ 需用費燃料費の５０千円、光熱水費の３０千円につきましては、森町ふるさと交流

館の暖房用灯油及び電気料について、今後の使用量を見込み不足分を増額補正するもので

あります。 

同じく節１０需用費、修繕料の５０千円につきましては、森町ファミリーヘルスプラザの壁

が破損したことに伴い、破損個所の修繕を行おうとするものです。続きまして節１２委託料、



プールろ過機点検委託料１１千円の減額につきましては、事業執行に伴う精査のための減

額補正となっております。生涯学習課からの説明は以上となります。 

 引き続き体育課に係る補正内容についてご説明いたします。資料戻りまして３６ページ

をお開き願います。保健体育総務費についてですが、節７報償費２００千円の減額につきま

しては、事業執行に伴う精査のための減額補正となっております。続きまして節１８負担金

補助及び交付金、各種スポーツ大会等参加負担金３００千円につきましては、今年度剣道を

はじめとした各スポーツ少年団において、全国・全道大会に出場・活躍している中、今後バ

スケットボール少年団男子及び女子チームが室蘭市で開催される全道大会の出場が決定し

ていることから、今回増額補正を行い、対応しようとするものであります。続きまして４０

ページをお開き願います。体育施設費についてですが、節１０需用費燃料費につきましては、

町民体育館暖房用重油及びサンビレッジ森暖房用灯油について、今後の使用量を見込み、不

足分として１，４５９千円を増額補正するものであります。同じく節１０需用費、食糧費１

２千円の減額につきましては、事業執行に伴う精査のための減額補正となっております。同

じく節１０需用費、修繕料２７５千円につきましては、町民体育館暖房用ボイラーのライン

ポンプが故障したため、取替修繕を行おうとするものであります。続きまして、節１２委託

料、電気保安業務委託料４０千円の減額につきましては、事業執行に伴う精査のための減額

補正となっております。体育課からの説明は以上となります。 

 

（毛利教育長） 

 はい、生涯学習課及び体育課の内容でした。施設があちこち傷んできていることがわかる

とおもいます。よろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、それでは次に給食センターお願いします。 

 

（敦賀森町学校給食センター長） 

 それでは給食センターの部分についてご説明します。４３ページ、４４ページとなります。 

４４ページをお開き願います。学校給食費の節３職員手当の通勤手当ですが、会計年度任用

職員の通勤手当に不足が生じるため増額補正するものです。節１０需用費の修繕料ですが、

内訳 No.1食器自動供給装置皿レーン修繕です。食器洗浄機に重ねた皿をセットすると一枚

ずつ自動で流れていくのですが、スライドユニットの摩耗により自動に流れていかない状

態です。そのため洗浄業務に支障があるため修繕しようとするものです。内訳 No.2自動整

理装置修繕です。食器洗浄機で洗浄されたカップは自動で積みあがるのですが、電磁弁の劣

化によるエア漏れでカップが詰まるため修繕しようとするものです。説明は以上となりま



す。 

 

（毛利教育長） 

 はい、給食センターの内容につきましてよろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、以上を一般会計補正予算として議会にあげますので、よろしくお願いします。 

 続きまして議案第３号「令和７年度一般会計予算について」です。 

 

（坂田学校教育課長） 

 議案第３号「令和７年度一般会計予算について」ご説明いたします。令和７年度の当初

予算を、町長に対し議案作成方、意見の申出をしようとするものでございます。 

 歳入・歳出ともに令和６年度と比較しまして、大きく金額が変わった予算額、または、

令和７年度からの新規事業及び主な事業につきましてご説明いたします。 

 ４７ページから６６ページについては、歳入予算書を添付しておりますが、歳入につき

ましては、学校教育課関連では、令和６年度で実施した事業等について例年計上している

歳入予算と大きく変わりはございません。 

次に、歳出でございます。６９ページをご覧願います。款１０教育費、項１教育総務

費、目２事務局費、節７報償費２７，３８９千円につきましては、令和７年度から森町入

学・卒業祝金支給事務が子育て支援課から学校教育課へ変更となるため予算計上しており

ます。節１２委託料のセキュリティポリシー策定業務委託料７００千円につきましては、

学校のＩＣＴ利活用は現在、森町セキュリティポリシーに準拠しておりますが、インター

ネット側での利用や教職員の在宅ワークが可能となる森町教育委員会セキュリティポリシ

ーを策定する経費を予算計上しております。ストレスチェック支援業務委託料２３１千円

につきましては、教職員が客観的に自身のストレスの程度や状況を把握できるよう支援業

務及び医師面談の経費を予算計上しております。節１４工事請負費の各小中学校教員住宅

解体撤去工事５，３００千円につきましては、老朽化した教員住宅を解体撤去するための

経費を予算計上しております。別冊の説明資料２ページをご参照願います。森川地区１棟

１戸の教員住宅解体撤去工事を行う予定となっております。節１８負担金補助及び交付金

の森町教育振興育英会補助金につきましては、令和６年度の返還金免除予定金額と同額の

１，６３４千円を予算計上しております。７０ページと併せて資料の３ページをご覧願い

ます。北海道森高等学校振興会補助金４，８３０千円につきましては、資料に活動事業を

記載しております。令和５年度からの継続事業として、高性能パソコンを整備するための

予算を計上しております。令和６年度に町のさくらまつり・食ＫＩＮＧ市や札幌のオータ



ムフェストへ参加し、森高校生の活躍を広くＰＲできたことから、令和７年度につきまし

ては対外活動費を増額しております。資料の４ページをご覧願います。北海道森高等学校

学生寮運営事業補助金１，２００千円につきましては、森町内事業者等が運営する森町外

の中学校等出身者で森高校に進学する者が下宿する学生寮の運営経費の一部を支援するこ

とで、町外の生徒を受入れ、森高校の適性規模を維持し、活性化に資することを目的に予

算計上しております。７２ページ上段、項２小学校費、目１学校管理費、節１２委託料の

音声応答設定業務委託料２６９千円につきましては、教職員の働き方改革として勤務時間

外に使用する留守番電話機能を導入するものでございます。機械警備業務委託料１，６９

０千円につきましては、現在、宿日直対応している森小学校を含めすべての小学校で機械

警備を導入するものでございます。資料の５ページご覧願います。各小学校冷房設備設置

工事施工管理業務委託料８，５００千円及び節１４工事請負費３９０，０００千円につき

ましては、森小学校・さわら小学校へ冷房設備を設置するため予算計上しております。整

備の概要としましては、資料の６ページ以降に図面を添付しておりますが、普通教室・特

別教室等にエアコンを整備するものでございます。７３ページ目２教育振興費、節１２委

託料６００千円は、芸術鑑賞会公演委託料でございます。資料の９ページをご覧願いま

す。節１８負担金補助及び交付金の森町特色ある学校づくり推進事業補助金６，０４０千

円につきましては、学校長の裁量による予算執行により、学校の自立度を高め、より特色

のある学校づくりを促し、児童生徒に応じた教育課程への対応を目的として予算計上して

おります。７５ページ上段、項３中学校費、目１学校管理費、節１２委託料の音声応答設

定業務委託料３１８千円・機械警備業務委託料１，１９１千円につきましては、小学校費

と同様でございます。各中学校冷房設備設置工事施工管理業務委託料３，０００千円及び

節１４工事請負費１３０，０００千円につきましては、砂原中学校へ冷房設備を設置する

ため予算計上しております。資料の８ページにエアコン設置個所を示しております。資料

の１０ページをご覧願います。節１７備品購入費のスクールバス１３，４００千円につき

ましては、車両の更新を行うため予算計上しております。７６ページ、目２教育振興費、

節１０需用費の消耗品費７，５０５千円につきましては、令和７年度から教科書が改訂さ

れることから教師用指導書や教科書を購入するため増加しております。節１８負担金補助

及び交付金の森町特色ある学校づくり推進事業補助金３，９６０千円につきましては、小

学校費と同様でございます。資料の１１ページをご覧願います。目３学校建設費、節１２

委託料９，４００千円につきましては、森中学校長寿命化改修工事基本設計業務を行うた

め予算計上しております。学校教育課の説明は、以上でございます。 

 

 

 

（毛利教育長） 



 はい、新年度予算に関してです。ご質問やご意見ございましたらお願いします。金額を

聞くと驚くんですけれども。鷲ノ木小学校は今年度で冷房設備が整いました。来年度森小

学校、さわら小学校、砂原中学校で実施して、森中学校については長寿命化で校舎ごと少

し改修しなければならないので、その時に一緒に冷房設備の整備を行う計画です。よろし

いでしょうか。 

 

（三輪委員） 

 目視だけでも（劣化状況が）わかりますものね。これで間に合うのかと思いながら聞い

ていました。 

 

（毛利教育長） 

 少し直していかなければと。なるべく急いで実施したいと思っています。 

 

（坂田学校教育課長） 

 これは設計だけですので、森中学校は。 

 

（三輪委員） 

 わかりました。子供の安心・安全を守るためには必要ですから。 

 

（毛利教育長） 

 はい、それではこちらを議会に持っていきます。引き続きまして社会教育課お願いしま

す。 

 

（須藤社会教育課長（兼）森町公民館長（兼）図書館長） 

 はい、社会教育課・公民館・図書館について説明いたします。 

まず歳入の主なものについてご説明いたします。資料５６ページをお開きください。下

段の、款１５国庫支出金、項２国庫補助金、目５教育費国庫補助金、節４社会教育費補助

金７３，９８４千円につきましては、複合施設建設候補地の試掘調査及び史跡鷲ノ木遺跡

整備事業に係る補助金となっております。５９ページをお開きください。上段の、款１６

道支出金、項２道補助金、目７教育費補助金、節１社会教育費補助金３６，４００千円に

つきましては、史跡鷲ノ木遺跡整備事業に係る補助金となっております。 

続きまして歳出についてご説明いたします。本日、追加で配布いたしました、Ａ４版１

枚物の資料をご覧願います。款２総務費、項１総務管理費、目１２複合施設整備費の主な

ものについて説明いたします。併せて別添説明資料１ページもご覧ください。こちらは現

在検討を進めております複合施設建設の第１候補地の試掘調査を行い、埋蔵文化財の有無

を調査するための費用となっております。作業員の人件費や試掘調査に必要となる各種機



器類の賃借料等について計上しております。続いて７８ページをお開きください。項５社

会教育費、目１社会教育総務費の主なものについてご説明いたします。節１報酬では、社

会教育委員報酬の外、青少年問題協議会委員報酬を計上しております。節７報償費では、

各種講座・学級等に係る講師謝金等を計上しております。節１０需用費では、事務用消耗

品のほか、鷲ノ木史跡公園会館の維持管理経費等を計上しております。節１２委託料で

は、施設管理業務や芸術鑑賞事業、新たな取り組みとしまして、演劇活動を通し文化芸術

活動の醸成をはかるため、地域おこし協力隊員の委託費用等を計上しております。別添説

明資料１２ページに資料提出しておりますので、後ほど確認願います。節１４工事請負費

では、指定避難所冷房設備整備事業として、鷲ノ木史跡公園会館、森町郷土館への冷房設

備設置に係る費用を計上しております。別添説明資料１３・１４ページに資料を添付して

おりますので、併せて確認願います。節１８負担金補助及び交付金では、文化協会や女性

団体協議会、友好町の静岡県森町との交流事業補助金、文化活動事業補助金、先程委託料

でも説明しました、地域おこし協力隊の活動補助金や各種負担金等を計上しております。

別添資料１７ページに資料添付しておりますので、併せて確認願います。 

続いて公民館費の主なものについてご説明いたします。資料８０ページをお開きくださ

い。節７報償費では、各種講座・学級等に係る講師の他、令和７年度より取り組みを始め

ます、町史編さんに伴う委員への謝金を計上しております。節１０需用費では、森・砂原

両公民館の維持管理経費、節１１役務費では、森・砂原両公民館で実施する事業を対象と

する公民館総合補償制度の保険料、節１２委託料では、森・砂原両公民館の維持管理経費

の他、町史編さんに向けたアドバイザー業務、新町誕生２０周年を記念しての文化講演会

等の委託料を計上しております。別添資料１５・１６ページに添付しておりますので、ご

確認願います。 

続きまして８１ページをお開き願います。目３図書館費についてご説明いたします。図

書館の管理運営に係る経常経費が主なものでございます。節２給料、節３職員手当、節４

共済費は、図書整理員３名分を計上しております。節１０需用費の消耗品には、地震時に

図書の落下を防止するシートの外、図書館の維持管理経費を計上しております。節１２委

託料では、図書館システムの保守管理経費、節１３使用料及び賃借料は、建物施設借り上

げ料、節１７ 備品購入費は、図書購入費用を計上しております。 

続きまして目４文化財振興費となります。８２ページの下段となります。国指定史跡鷲

ノ木遺跡の保護と公開を視野に入れた整備実施設計を令和６年度に策定しました。その実

施設計を基に、令和７年度は環状列石部分の工事を実施いたします。節１報酬は、鷲ノ木

遺跡の維持管理等を行うための作業員の報酬。８３ページをお開き願います。節２給料、

３職員手当、４共済費は、会計年度任用職員２名分を計上しております。節７報償費で

は、猟友会のハンターに見回りを依頼した際の費用を計上しております。節８旅費では、

鷲ノ木遺跡整備委員の特別旅費を計上しております。節１２委託料では、整備工事に係る

施行管理業務や、令和８年度に実施する工事の実施設計策定業務、修復が必要となる石の



保存処理等の業務委託費用を計上しております。節１４工事請負費では、鷲ノ木遺跡の整

備工事費用を計上しております。節１７備品購入費では、森町遺跡発掘調査事務所にて使

用するパソコンの費用を計上しております。別添説明資料１８ページに資料を添付してお

りますので、後ほどご確認願います。その他、別添説明資料の２２ページから２７ページ

までに事業計画表を添付しておりますので、併せてご確認お願いいたします。社会教育

課、公民館、図書館の説明は以上でございます。 

 

（毛利教育長） 

 以上の内容について何かご質問・ご意見お願いします。よろしいでしょうか。鷲ノ木遺

跡については、少し今までとは違う動きをしてきております。数年後には公開できるよう

な形になっていきます。そのために（費用が）かかってきますけれども、補助金ももらい

つつやっていきたいということです。よろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 では引き続きまして生涯学習課・体育課の部分についてお願いします。 

 

（木村体育課長（兼）体育館長（兼）青少年会館長（兼）生涯学習課長） 

はい、それでは体育課及び生涯学習課の部分についてご説明いたします。まず只今、社会

教育課須藤課長より説明のありました「社会教育総務費及び公民館費」につきましては、生

涯学習課に関係する予算があり、各種事業に係る経費や砂原公民館等の施設維持管理経費

などを計上しておりますことをお伝えいたします。 

それでは次に、体育課及び生涯学習課に係る保健体育費予算の主なものについてご説明

いたします。８４ページをお開き願います。目１保健体育総務費でございますが、こちら節

１報酬のスポーツ推進委員報酬から下段節１１の役務費までにつきましては、経常的な経

費となっております。続きまして８４ページ下段、節１２委託料につきましては、令和６年

度より森高等学校野球部復活を目指し、また町民の健康増進に係る活動を目的に行ってお

ります「地域おこし協力隊隊員」に係る委託料となっております。続きまして次ページ８５

ページ上段こちら負担金及び交付金でございますが、こちらと併せて説明資料１９ページ

をご覧願います。上から４番目の「森町スポーツ協会補助金」につきましては、従来協会の

活動に係る補助が中心でございますが、次年度は創立２０周年記念事業として記念誌を作

成するというかたちで今回増額となっております。その他の負担金及び交付金の主なもの

といたしまして、「スポーツ少年団補助金」や「あったかさわら道南パークゴルフ大会実行

委員会補助金」及び先ほどご説明いたしました地域おこし協力隊の活動支援補助などが主

なものとなっております。続きまして目２体育施設費８５ページ中段でございます。こちら



につきましては、節１報酬からでございますが、森町民体育館をはじめとした森地区体育施

設、また森町ふるさと交流館をはじめとした砂原地区体育施設などに係る維持管理経費が

主なもので、各施設設備の修繕や保守点検業務の委託など経常的な経費となっております。

新しいものといたしまして、委託料でページは８６ページになりますが、委託料の一番下の

「ふるさと交流館アリーナ整地業務委託料」１７６千円とありますが、長年のふるさと交流

館の利用によりまして、下の土がかなり固まってしまっている状況ですので、しばらく手を

入れていなかったこともあり、重機を入れ、砂を足しながら整地するということで、次年度

行いたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。体育課及び生涯学習課に係る

保健体育費予算の主なものについての説明は以上となります。 

 

（毛利教育長） 

 はい、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、それでは学校給食センターに係る部分についてお願いします。 

 

（敦賀森町学校給食センター長） 

 それでは給食センターの部分についてご説明いたします。資料６３ページをお開き願い

ます。歳入です。款２１諸収入、項４学校給食収入、目１学校給食収入でありますが、 今

年度予算は９，２８５千円で、前年度比較で２２，５６５千円の減額となっております。 

理由としましては小中学生の学校給食費の無償化によるものです。学校給食の無償化につ

きましては別紙説明資料２０ページをお開き願います。平成２６年度以降小中学校の学校

給食費の一部を補助してきたところですが、令和７年度から全額町負担とし保護者の経済

的な負担の軽減を図ります。そのため保護者からの収入が減額となります。 

続きまして８７ページをお開き願います。歳出になりますが、主なものについてご説明い

たします。節２給料から節４共済費は調理員１１名に対する人件費となっております。節１

０需用費はボイラーの燃料費や施設の光熱水費の他、給食の賄材料費が主なものです。節１

２委託料ですが、各種保守点検の他、学校給食配送委託料が主なものです。学校給食配送委

託料につきましては人件費の増大により前年度より４２万円の増額となります。節１７備

品購入費ですが、予算額が２４，７５０千円の食器食缶洗浄機の購入につきまして別紙資料

でご説明させていただきます。別紙説明資料２１ページをお開き願います。食器食缶洗浄機

は現在の給食センターの建設当初から使用しておりこれまでも消耗部品の交換や劣化した

部品を都度交換修繕して対応してきました。通常耐用年数１０年から１５年と言われてい

るところ約１７年使用しており、そのため生産中止となっている部品もあることから故障



した場合は修理不可能な状態になることも考えられ、給食の提供ができなくなる可能性が

あります。給食の安定的な提供のため機器の更新をしようとするものでございます。節１９

扶助費の学校給食費相当額給付金につきましては、歳入でお話しした給食費の無償化に伴

い、食物アレルギー等で弁当持参の児童生徒の保護者に対して給食費相当額の給付金を支

給しようとするものです。こちらにつきましては別紙資料２０ページをご参照ください。説

明は以上でございます。 

 

（毛利教育長） 

 はい、以上でございます。よろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、では令和７年度一般会計予算につきましては、皆さんの同意を得たということ

で、議会の方にかけます。 

 では続きまして議案第４号「令和６年度森町顕彰条例に基づく顕彰の決定について」で

す。 

 

（坂田学校教育課長） 

 はい、議案第４号「令和６年度森町顕彰条例に基づく顕彰の決定について」ご説明いた

します。９０ページから９３ページの令和６年度森町顕彰者表彰候補者推薦調書のとおり

申請がありましたので、校長会会長をはじめ、関係者の意見をいただきまして、顕彰の決

定を行うものでございます。個人１３人と団体２団体の記載の方々を決定いたしたいと思

いますので、よろしくお願いします。以上でございます。 

 

（毛利教育長） 

 はい、すでに関係者の方にご意見を頂戴しながら決定しようとするものなのですが、皆

さんの方から意見等いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、ではこのように決定し、顕彰条例の方にかけていきたいと思います。 

 続きまして議案第５号「公の施設に係る指定管理者の指定について（森町ふれあいの

森）」についてです。 

 



（木村体育課長（兼）体育館長（兼）青少年会館長（兼）生涯学習課長） 

 それでは「議案第５号公の施設に係る指定管理者の指定について（森町ふれあいの

森）」を、ご説明いたします。９５ページをお開き願います。本案につきましては、地方

自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、公の施設に係る指定管理者を次のとおり指

定したいので、議会の議決を求めようとするものでございます。説明資料に沿ってご説明

いたします。９６ページをお開き願います。提案理由でございますが、公の施設でありま

す森町ふれあいの森の指定管理者を指定するため、森町公の施設に係る指定管理者の指定

手続等に関する条例の規定により、指定管理者、指定管理施設、指定管理期間及び指定管

理委託料につきまして、議会の議決を求めるものでございます。なお、指定管理者の候補

者につきましては、公募の結果、１社の申請があり、令和７年２月５日開催の指定管理者

選定委員会において、当該候補者から提出された事業計画等を評価基準に照らし審査を行

い、適当と認められて選定されたものでございます。次に、指定の内容についてご説明い

たします。「１指定管理者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地」につきまし

ては、名称は有限会社さわら管財交通、代表者の氏名は代表取締役 岡田美智代、主たる

事務所の所在地は茅部郡森町字砂原５丁目３１６番地１、「２指定管理者に管理を行わせ

る施設の名称及び所在地」につきましては、施設の名称は、森町ふれあいの森、施設の所

在地は茅部郡森町字砂原３丁目２４２番地、「３施設の概要」につきましては、(１)あっ

たかさわらパークゴルフ場、敷地面積３３，１５７㎡、コース面積２８，９０８㎡、ホー

ル数２７ホール、(２)ふれあいハウス構造は、鉄筋コンクリート造の２階建て、建物面積

は、１，１５３．３㎡、(３)付帯施設は、バーベキューハウス３棟、休憩用東屋、トイ

レ、カプセルトイレ、駐車場となっております。「４指定管理期間」につきましては令和

７年４月１日から令和１０年３月３１日までの３年間となって おります。「５指定管理

委託料」につきましては、３年間の合計で３０，８５５千円を支出しようとするものであ

ります。なお、指定管理業務委託に係る債務負担行為につきましては、令和６年第１回森

町議会１２月会議において、議決済みであることを申し添えます。以上をもちまして、議

案第５号「公の施設に係る指定管理者の指定について（森町ふれあいの森）」の説明とさ

せていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

（毛利教育長） 

 はい、先日その資料にあるように、指定管理者選定委員会なるものを開催しまして、そ

こでも色々とご意見出していただきながら今後３年間さわら管財さんにやっていただこう

というところになったわけでございます。よろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 



 はい、ありがとうございます。 

 それではその他教育委員の皆さんから議題として取り上げることはございますか。よろ

しいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 それでは以上をもちまして令和７年第２回森町教育委員会を終了します。ありがとうご

ざいました。 

 

 


